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空調の稼働する屋内施設のため予定通り実施するが、台風の接近などの悪天候等の事情で開催ができない場合には、県新人・県選手権大会の順
位等を参考にし、専門部役員で協議し決定する。

選手権大会や練習会の様子などの参考に、専門部役員で協議して決定する。

上位大会には繋がらないため、特に対策はとらない。

県選手権大会の順位等を参考に、専門部役員で協議し決定する。

・県総体の組み合わせは前年度新人大会、当該年度の県選手権(個人戦)の結果をもとにポイント化してシードを決定をしていることから、ポイント
(シード)上位チームの中からソフトテニス専門部で協議をして代表校を決定していく。

前年度の県新人大会の順位等を参考にしながら、県専門部役員で協議し決定する。

県選手権大会の順位の参考に、専門部役員で協議し決定する。
※種目によっては、県新人大会の結果を考慮する場合もある。

県選手権の順位等を参考にし、専門部役員で協議し決定する。

前年度の新人大会及び県選手権大会の順位等を参考にし，専門部役員（強化部）で協議し決定する。

大会が中止（進行不可能）となった場合は、（進行が途中の場合は残っているチームの中から）県選手権大会の順位で代表を 決定する。専門部で
確認済み。

県選手権大会の順位等を参考に、専門部役員で協議し決定する。

・予備日として３１日まで設定してしている。さらに、予備日に北麓球場を抑えることができている。
・３１日までに決まらなかった場合は、勝ち進んでいるチームの県選手権の結果を参考にし、専門部役員で協議し決定する。

県選手権・県総体を兼ねて大会を行うため、年度内、関東中学校大会までに別の教育内大会が実施されない状況である。この状況を踏まえて、以下のような対応を行う場
合がある。
〇前年度新人大会の競技結果を参考にして専門部役員が協議を行い、代表選手を決定する。（新1年生もオープン参加で新人戦に参加している場合があるので、その結果
を用いる。）
○前年度新人大会に参加していない選手については、過去１年間に行われた体操競技大会（教育内大会以外を含む）におけるスコアと採点ルールを申告する。ルールに
よって採点方法・スコアが変わるので、体操協会審判部にご助言をいただきながら、代表選手決定に向けた協議を行う。

悪天候や高温等により試合をすべて実施できなかった場合は、専門部において協議の上、代表校・代表選手を決定する。その際は、県新人大会の
順位等を参考にする。

令和８年度　県総体　天候等の事情により代表決定までたどり着けなかった場合の対応策

対　応　策

〇タイムレースや試技回数を減らす等、タイムテーブルを一気に短くしてでも決勝競技を行い順位決定をする。
〇どうしても、決勝競技が行えなかった場合（競技途中で打ち切りになった場合も含む）は、通信陸上（県選手権）と県総体で終了した決勝記録を比
べて、選考会議の中で協議し、選手やチームを決定する。
○通信・総体両日とも実施できない種目があった場合，その種目の今年度４月１日～７月２6日までに実施された公認記録上位者から決定する。

◯競技開始前に競技時間の前倒しや後倒し、競技順序を入れ替える。
〇タイムレース決勝によって競技をを行い順位決定をする。

県選手権大会の順位等を参考に、専門部役員で協議し決定する。



弓　道

テニス

空　手

○実施ができなかった場合は県選手権大会の順位等を参考に、専門部役員で協議し決定する。
○競技途中での中止になった場合は実施できた射数が平等になるところまでを記録として扱う。（3回目を実施しているときに中止の判断となったの
なら、2回目までの記録が有効となる）
同中による順位決定が実施できない場合は団体、個人ともに１立目の１射目の記録をもとに順位を決定する。（1射目が同中の場合は２射目、３射目
…と確認する）

県選手権大会の順位等を参考に、専門部役員で協議し決定する。

上位大会には繋がらないため、特に対策はとらない。


